
Title 否定と数量詞に関する一考察

Author(s) 佐藤, 俊一

Citation 独語独文学科研究年報, 2, 21-36

Issue Date 1976-02

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/25463

Type departmental bulletin paper

File Information 2_P21-36.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



否定と数量詞に関する一考察

佐藤俊一

O.序

言語Vてかける多種多様な否定表現に関して、変形文法の立場から、数多〈の論文が発表されてい

る治、特K否定と数量詞の関係Kついては、解釈意味論者と生成意味論者との論争を含んで、い〈

つかの重要左研究が左されている。とれらの研究Kよって、否定詞と数量詞の相互関係が文の意味

解釈K重要念役割を果たしカρるというととが明らかKされたが、その分析は、 ζれらの研究の対象

と左っている言語Kついて不十分であるばかりで左〈、 ドイツ語への適用を考えると、その不備が

一層明らかK念る。そとで、特K岩倉 (1974)の示唆を受け、とれらの分析の不備を補い、 ド

イツ語Kなける否定と数量詞についてより妥当念説明を行なうととカk本稿の目的である。

1. 支否定の構造記述

本論にはいる前K、数量詞を含まない否定文の構造について考察してなきたい。次の例文、

(1) Peter hat kein Spiel gesehen.. 

(2) Peter hat nichts gesehen. 

(3) Ni emand hat das Sp i el gesehen. 

(4) Peter hat das Spiel nie(mals) g e s e h en. 

(5) Peter hat das Spi el ni rgendwo gesehen. 

(6) P e t e r h a t d a s S p i e 1 nicht gesehe凡

は、それぞれ、否定詞 kein，nichts， niemand， nie (mals)， nirgendwo， 

n i c h tを含んでいる。(l)1'LI>>いては(7)のよう左等位構造が可能であり、さらK、同ーの構成要素

を消去する ζとによって、 (8)のよう念文が得られる。

(7) P e t e r h a t k e i n S p i e 1 g e s e h e n ， U n d An n a h a t a u c h k e i n 
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Spiel ges巴hen

(8) P巴ter hat kein Spiel gesehen und Anna auch nicht. 

同様K、(2)から(6)に対しても次の文が得られる。

(9) P e t e r h a t n i c h t 5 g e 5 e h e n u n d An n a a u c h n i c h t 

(10) N i e m a n d h a t d a 5 S p i e 1 g e 5 e h e n u n d d e n F i 1 m a u c h n i c h t 

(111 P e t e r h a t d a 5 S p i e 1 n i e cm a 1 5) g e s e h e n u n d An n a a u c h 

n i c h t. 

。~ Peter hat das Spiel nirgendwo gesehen und Anna auch 

n i c h t • 

(13) P e t e r h a t d a s S p i e 1 n i c h t g e s e h e n u n d An n a a u c h n i c h t • 

上の例から明らかせtょうK、等位構造tてなける後続の文の否定詞は、先行の文の否定詞と完全K同

ーであっても、それが全て消去されるということはなし否定の意味を持つ ni cht vc還元され

ている。 ζのととから、 n i c h t以外の否定詞は否定の意味をもっ要素と他の要素から念る複合

形態であり、 nichtはとの否定の意味を持つ要素だけから走る形態である、と考えられる。した

がって、 ζれらの否定詞を含む否定文の深層構造は、否定の意味を担う、とれらの否定詞K共通念

否定要素 (Ne g)を含んでいる。さて、との否定要素は他の構成要素とどのよう念関係Kあるの

であろうか。との ζとを考察するために次の文を見てみよう。

il41 Peter hat Anna nicht geheiratet， obwohl der Wahrsager 

es vorausgesagt hatte 

(14)は次のようK書き換える ζとができる。

(15) Peter hat Anna nicht geheiratet， obwohl der Wahrsager 

vorausgesagt hatte， daP Peter Anna heiraten w~rde 

即ち、代名詞esは否定文K対応する肯定文を受ける。 2つの同ーの項目の 1つを代名詞K変える
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代名詞イヒ変形を受けるものは構成要素であり、かっ、文の意味は深層構造Kよって決定されるとす

れば、(l4)の深層構造は、 肯定文の根底にある構造の外K否定要素を持つ(l6)であると考えられる。

(16) S 

-ー一ーーーーー~ーー一一~ー~
S S 

-----¥-----、S nicht 

どへ¥¥
Peter heirat巴t

Anna 

--o bwo h 1 
NP 

der Wahr-

sager 

S 

VP 

----一一--九九--NP VB 

/~へ\\\
vorausgesagt 

An n a h a t t e 

したがって、否定要素は肯定文よ bも上位の文K支配されている。 さらK、詳述は避ける治人

nicht 倍、形態ム 動詞では念いけれども、 日本語の否定詞「ない」等と問掠動詞と考える ζと

が可能である。以上の考察K基づいて否定文(1)と(6)の深層構造は、次K示されるようなものκ念る

であろう。

(1引 S 

--戸-NP VP 

NP VB ll-i 戸---一、~

VP 

Neg 

nicht 

(18) S 

NP 

lNfV7 

VP 

Neg 

n i c h t 

Peter ein Spiel gesehen ha t Peter das Spiel l!:esehen 

hat 

との深層構造K、次のよう左変形規則が適用される、 と考えられる。

文上昇変形:埋め込み文を、すぐ上の文の中κ上昇させる。

(19) (p e t e r els Sp i e 1 gesehen hat) Neg 

(20) (P e t e r d as Spiel gesehen ha t) Neg 
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否定要素編入変形 Negを、不定構成要素があれば、その前K、をければ、動詞の前K編入す

る。

(211 P e t e r N e g e i n 8 p i e I g e s e h e n h a t • 

(22) Peter das 8piel Neg gesehen hat 

。11-(22Jf'L種#の変形が適用され、究極的K、文(1)、 (6)が派生される。ととで、上で用いた変形規則
を定式化すれば、以下のようK念る。

間文上昇変形

( CX) 82 Y) 8
1
→ (x Y)8J 

条件:x、Yは変項で、 Yは否定要素を余すと ζろ念〈支配している0

(241 否定要素編入変形

l・(x Indef Y (Neg)VP)8 → (x N e g+ In d e f Y) 8 

ii. (X VB Y (N e g) VP) s -+ (X N e g + VB Y) 8 

条件 :X、 Yは変項、 Indefは(-definit)という素性を持つ不定構成要素で、 Xは、

Negと同じ単文内Kは、動詞、不定構成要素を含ま念い。

2 否定と数量詞

数量詞を含む否定文は、上で考察した数量詞を含ま左い否定文と同じ取り扱いでは説明でき念い、

と考えられる。たとえば、次の文

(1) Nicht viele Pfeile trafen die Zielscheibe 

(2) V i e I e P f e i I e t r a f e n d i e Z i e 1 s c h e i b e n i c h t 

は、それぞれ、 (3)、(4)f'L対応するよう念互いに異在る読みを持っているv

(3) D i e An z a h I d e r P f e i I e n， d i e d i e Z i e I s c h e i b e t r a f e n ， i s t 

nicht gro;9. 

(4) D i e An z a h I d e r P f e i I e n ， d i e d i e Z i e I s c h e i b e n i c h t t r a -

fen，ist gro点
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即ち、(1)、 (2)は、たとえば否定要素編入念どの変形規則の適用、不適用Kよる、文体上の変異形と

は考えられ左い。したがって、 ζれらの文は異念る深層斡造を持っと考えられる。以下、とのよう

念文の構造について考察する。

変形文法理論による否定と数量調の研究Kは、大別して 3つの立場があるが、代表的なKIima， 

J a c k e n d 0 f f， La k 0 f fの研究を簡単K見ていきたいo KI ima (1964)によれば、英語の

否定文に含まれる否定要素は、否定要素編入変形によって、助動詞の前に不定構成要素がある場合、

その構成要素に義務的K編入され、それ以外の場合Kは、助動詞か助動詞の後にある不定構成要素

K任意に編入される。したがって、次の例文Kないては、

(5) Not many smokers chew gum. 

(6) Many smokers do not chew gum. 

(5)の manyが Indefという素性を持つのK対して、 (6)の manyは持た念い、とされる。と

の素性は、 Ind e f編入変形という規則によって、 Interdeterminateという素性を持つ数

量詞K任意K与えられるものであれとの変形規則が適用されれば、否定要素は義務的Kζの不定

構成要素K編入されて(5)が派生され、適用されなければ、否定要素が助動詞K編入されて(6怖派生

される。それ払 (5)と(6)の違い品、変形規則の適用の有無によるものであD、単K表面構造上の違

いK過ぎず、その意味が同じである、 と考えられている。しかし念がら、実際(5)と(6)は、(1)と(2)同

様、異左る意味を持っている。即ち、 KIimaは変形によって、意味の異なる文を派生させ、変形

は意味を変え念い、という制約を破っている。 ζれは、素性を、変形Kよって導くのでは左〈、深

層構造K沿いて与えてなしというととによって解決されるように思われる。 Stickel(1970 

) (tLよる次の例文

(7) E r h a t kらin Buch gele'sen. 米Es war die Mao-Bibel 

(8) Er h a t hi n Bu ch n{cht g e l e s en • Es war die Mao-Bibel. 

(tL沿いて、 (8)の ein Buchは esで受けるととができるから、(+ spe五ifiscW)で

あ払 (7)はesで受けるととができないから、 (-spez)である。 ζの〔土spez)という素性

を用いれば、(1)の v i e I eは(-spez)であるから、否定要素の編入を受け、 (2)の v i e 1 e 

は(+ s p e ~)であるから、否定要素K編入される、と考えられる。しかい文法的な次の文
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(9) Nicht viele Pfeile trafen die Zielscheibe nicht 

Kないては、否定詞と数量詞の関係、 2 つの不定詞の性質~どK関する問題は、個々の構成要素K

対する素性の設定だけでは十分K説明するととができ念レ可。

Jackendoff (1969，1972) によれば、否定詞と数量詞の関係は意味解釈規員!JVCよって捉

えられる。即ち、否定詞と数量詞を含む文の意味解釈は、表面構造VCI>'ける否定調と数量詞の相対

的位置によって決定される。次の例文

(10) Not many arrows hit the target. 

(11) Many arrows did not hit the target. 

(12) 1 t i s n 0 t S 0 t h a t m a n y a r r 0 w s h i t t h e t a r g e t • 

VC I>'いて、 Jackendoffは、聞は(12)と同義であるカ丸山)は、(10)、(12)のいずれとも同義では念〈

ζの意味の相進は、表面構造忙なける not とmany の相互的位置の違い、即ち、(10)では、 not

がmanyVC先行している:b~ (111では、 manyがnot VC先行している、という違いVてよるもので

ある、と言っている。きて、 J'3ckendoffの分析を受け入れると、受動変形は、変形は意味を

変え念い、という制約を破るととKなる。 (11)の深層構造K受動変形を適用すれば、次の文

(13) T h e t a r g e t wa s n 0 t h i t b y m a n y a r r 0 w s • 

が得られる効、(13)は(11)と同義で7まれ(10)と同義である、と考えられる。したがって、山の深層構造

から(13)を生成する受動変形は、意味を変えることK左る。 Jackendoffは、 (ll)VC対応する受動

文は念い、と言っているカ人 ドイツ語では、それぞれ、 (1)、 (2)VC対応する受動文が考えられる。

(14) Die Zielscheibe wurde nicht von vielen Pfeilen getrof-

fen. 

(15) D i e Z i e 1 s c h e i b e w u r d e v 0 n v i e 1 e n P f e i 1 en n i c h t g e t r 0 f-

fen 

また、否定詞と数量詞を表面構造Kなける相対的位置Kよって説明しようとする方法K対して、
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Lakof f (1969) VCよって指摘された次のよう念反例がある。

(16) The arrows t h a t did n 0 t h i t the target were many. 

(16)は、 not がmany tて先行するにもかかわらず、(11)と同義であり、側とは同義では左レ、 さら

K、日本語では、普通、 否定詞は文尾K位置するから、表面構造では、常K数量詞が否定詞K先行

する。 した7がって、 ζの分析は日本語の否定詞と数量詞Kは全〈適用できない、 と考えられる。

L a k 0 f f (1 9 6 9 • 1 97 0 a ， 1 9 70 b) VCよれば、否定詞と数量詞は、深層構造で、上位の文の

動詞として生成され、 (1)と(2)の意味の違いは、深層構造Vてないて、 nichtとvi e I eのいずれが

より高い文K現われる治、 という ζとKよるものである、 とされている。 したがって、(1)の深層構

造では、 nichtがvi e 1 eよりも高い文Kあらわれ、 (2)の深層構造では、 v i e 1 e 7，)， n i c h tよ

りも高い文Kあらわれる。即ち、(1)と(2院、次の間と(18)のよう念深層構造を持つ、 と考えられる。

(1引

VP 

-----------------. 

(18) 

e-s 82 n i c h t 

九一ーー一ー
VP 

------------. NP 83 viele 

Pfeile Pfeile trafen die 

Zielscheibe 

VP 
-----¥i 
NP 82， v i e 1 e 

Pfeile NP VP 

es 83 nicht 

n die 

Zielscheibe 

深層構遡17)、 (18)から(1)、(2)を派生させるためには、数量詞を低い文の中に降下させる数量詞降下

変形が必要である。たとえば、 との変形を(17)VC適用すれば、 82のPf e i 1 eが削除され、 vi e-

I eが埋め込み文83の中K挿入され、(l)i;t派生される。 しかし、 との変形は、 Ohoms ky (19 

72 b)が指摘しているようK、どん念変形も、埋め込み文の匂の中K、その文の外から項目を導入

するととはでき左い、 という変形規則に対する一般的念制限を破っている。それ故、数量詞降下変

形の存在は疑わしいものと念る。

以上、 3つの理論を概観してきた治人 とれらの理論Kは不備が指摘され、そのままの形では受け

入れる ζとができない。 この ζとを踏まえて、数量詞を含む否定文(1)と(2知考察を進めたい。次の

仔U
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日目 Nicht viele Pfeile trafen die Zielscheibe (=1) 

(20) E s i s t n i c h t s 0， d af3 v i e 1 e P f e i 1 e d i e Z i e 1 s c h e i b e t r a-

f en • 

(21) D i e Z i e 1 s c h e i b e w u r d e n i c h t v 0 n v i e 1 e n P f e i 1 e n g e t r 0 f-

fen (=14) 

Kないて、(19は(20)、(21)と同義であり、側、倒、 (21)の 3つの文は、いずれも文否定で、同ーの深層構

造から派生される、と考えられる。ととろで、側では、表面構造と同様、深層構造f'L;f，>いても、否

定詞ni c h tは数量詞vi e 1 eよb高い文の中にあるから、 n i c h tはvi e 1 eの及ぶ範囲の外Vて

ある、言い換えれば、 vi e 1 eはni c h tの及ぶ範囲の中K含まれているととK念る。伽)と(19は同

義であるから、同様の ζとが(19)vてついても言える。以上のととを考慮して、(19)、側、 (21拡、 (22) の

ようを深層構造を持つ、 と考えられる。さらに、仰は次に示す変形規則を適用するととKよって派

生される。

深層構造

(22) 

NP 

Qudf¥¥N 

viele Pfeile 

文上昇変形

(23) 

NP 

-----¥、¥Qu an t N 

81 
一一一←

NP 

82 

-ー--時VP 
一一ー一ー

NP VB 
~\\i 
De t N 

die Zielscheibe trafen 

8. 

VP VP 

Neg 

viele Pfeile die Zielscheibe trafen nicht 
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否定要素編入変形 Negを、数量詞bがあれば、その詰IjVL、左ければ、動詞の前K編入する。

。品 SI 

NP 

戸----.--------九¥苛----------- ---¥・Quant N NP VB 

NJ/\~\\| 
l ¥ .L三一一一一一一一一二¥ | 
cht viele Pfei.le die Zielscheibe trafen 

(24)は、さらに、動詞の移動念どの変形を受けて、最終的VL (1 9l と念る。さて、(23~ウミら凶を派生させる

ためK否定要素編入変形を適用したが、 との変形規則は、 1の側で定義された否定要素編入変形を

次のようK変形して、一般伎を高めたものである。

Indef Indef 
(25) i. (x {八}Y ( Ne g ) VpJs→( X Ne g+ {ハ iY)、

¥，}， u a n t ¥，}，u a n t 

11. (X VB Y ( Ne g )VP ) S →(  X N e g + VB Y) S 

条件:X、Yは変項で、 Xは、 Negと同じ単文内K、動詞、不定構成要素、数量詞を含ま

~い。

次K、深層構造問)VL、文上昇変形が適用されずに、補文化子da，8が挿入され、 S2が外置変形Kよ

って文末へ移され、 さらK、連結詞と s0が挿入されて、酬が生成される。また、(22)のS2 VL受動

変形が適用されると、次のよう念構造が得られる。

位。 ((die Zielscheibe von v i e 1 en pfei len getroffen wurde::S2 

( ( n i c h t ) N e g) VP ) S 1 

伽Vて文上昇変形を加えて得られた構造では、数量詞が動詞K先行しているので、否定要素編入変形

によって、 n i c h tは数量認の前K編入される。

(27) ( d i e Zielscheibe 

fen wu r d e)口
口 1

(nicht) 
Neg 

- 29-
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聞から、最終的に、。l出得られる。

今度は、次の(湖、聞のよう左文Kついて考察してみたい。

(初) Vi e I e P f e i I e trafen die Zielscheibe n i c h t (=2) 

(29) Di e Zielscheibe wurde von v i e I en Pfei len nicht getrof 

f en. (= 15) 

側、聞は同義であれいずれも文否定で、伊トの深層構造から派生される。さらK、 これらの文の

深層構造では、上で考察した(19)の場合とは異念って、数量詞vi e I eは否定詞ni c h tの及ぶ範囲

の外Kある、即ち、 v i e I eはni c h tよりも高い文の中Kあらわれる、 と考えられる。 したがっ

て、 (28)と聞は、。。防ょう左深層構造を持ち、 (28)は次K示す変形規則の適用を受けて派生される、

考えられる。

深層構造

(30) 

NP 
/ヘ¥¥
Quant N 

.d Pfeile 

文上昇変形

(31) 

NP 

Qu~\N 

NP 

83 

NP ------¥¥ 
Det N 

81 

---♂-・----句-一一---一一、一一『ーー~ー『
NP VP 

~2 Quant 

一一一一一 | VP Viele 

Neg 

VP n ilc ht 

VB 

die Zielscheibe t rムen

81 
-ーーー、ーー』ーー『ー一ーー

NP 

82 

ー』ーー-
VP 

Quant 

VP 

----ーー----
-一一一一一 ! VP viele 

NP VB Neg 

nicht t r a f巴nd pfJi le Zielscheibe die 
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否定要素編入変形

81 。今

t

e

 

n

E
且

p
l
l
a
-
-
e
 

v

u

i

 

ハ可

V

NP 

82 

N 

4 こここ
d i e Z i e I 5 C h e i b e n i e h t t r a' f e n 

¥

D

A

 

N
/山
i
d

文上昇変形:埋め込み文を、すぐ上の文の中K上昇させる。

VP 

Quant 

v i e I e 

V -----戸-♂-NJ Neg VB 

4 ご一一ーで=干die Zielscheibe nicht trafen 

81 
ー一ーーーー-ーーーーーー戸-ーーーー司』ーーーーー-

NP 
/へ¥
Qu an t N 

d pfJi le 

。事

数量詞編入変形:無指定のJ(iL、数量詞を編入する0

0争

VP 
¥一一
Neg VB 

ibe nicht trafen 

81 

NP 
，〆--------¥1

Quant ? 
viele pfeile 

(32)から (33)さらK、動詞の移動念どの変形を受けて、最終的に倒となる。さて、(34)は、

1の(23:トで定義された文上昇変形を数量詞の場合Kも適用でを派生させるためK用いた変形規則は、

きるようK修正したものである。

。5)( ( x ) 8 ~ Y) 81→ (x Y)8J 
条件 :X、Yは変項で、 Yは否定要素、数量詞を余すと ζろ左〈支配している。

(33)から (34)を派生するのK用いた数量詞編入変形は、次のように定式化される。

Y)8 (X Qu an t (Qu a n t) VP ) 8 → 

- 31ー

Y @ゆ (X(J)Quant

次K、



条件 :x、Yは変項で、 XはQuantと同じ単文内に、数量詞、否定詞を含ま左い。

深層構造の(30:防 83VC受動変形が適用されると、次のよう左構造が得られる。

的 (((die Zi巴Ischeibe von d Pfeilen getroffen wurde)83 

( ( n i c h t ) N e g ) VP ) 82 ( ( v i e 1 e ) QU a n t ) VP ) 8 1 

(37) VC文上昇変形を加えて得られた構造では、動詞K先行する不定構成要素も数量詞も念いので、

否定要素編入変形Kよって、 ni c h tは動詞の前に編入される。

Cj$ ( ( d i e Z i e I s c h e i b e v 0 n d P f e i I e n ( n i c h t ) N e g g e t r 0 f f e n 

w u r d e) 8 2 ( ( v i e I e) Qu a n t ) Vp) 8 1 

(38) VC、さらK、文上昇変形を適用すると、それIてよって得られた構造では、数量詞も否定詞も

dVC先行するととは念いから、数量詞編入変形が適用される

09〔d1e Z 1e 1s c h e i b e V o n 〔V E e l e 〕Quan t p f e E l en n i c h t ge t rof-

:fen wurde)8t 

(39)から、最終的K、 (29)が得られる。

上でドイツ語の数量詞を含む否定文を考察してきたが、同様の規則Kよって、次のよう念英語の

文を説明するととができる。

(4<) Not many arrows hit the target. (=10) 

(4~ Many arrows did not hit the target. (=11) 

(4~ The target was not hit by many arrows (=13) 

(40) と (42)は同義であり、 (41)とは同義で左い。したがって、 (4のと (41)の深層構造は

次のよう念ものである。

-32-



8. 
--ー一-戸ザ- ーー--ー』一ーーー一

NP VP 

S 2 Nle  g 
-JJ，rer-~~~~~ー
NP VP not 
/¥¥----¥¥  
Q U a n t N V.B N]' 

.-:::.こここここと占
many arrows hi t the target 

(4~ 

8， 
-------¥¥¥、

NP VP 

82 Quant 
.-、ー、 l

VP many 

Neg 

no t 

@争

L
N
，
l
r
 

悶

(

川

a

/
a
i
l
-
d
“
 

u
 

A
可

の82VC受動変形が適用されると、次の構造が待られる。

a r r 0 w s J 8 2 ( ( n 0 t ) N e g J VP )8， ρlv 
h
u
 
‘EL' 
，tt
l
、

/
4
1
L
 

(43) 

。5) many by was target 

との場合、動詞K先行する不足構成要素も数文上昇変形適用後、否定要素編入変形を適用すると、

(44)の8s VC受動変(42)が生成される。一方、(d動詞に編入されて、n 0 t 量詞もないので、

形が適用されると、それKよって得られた構造では、上の例と同棟、否定要素編入変形Kよって、

notが動詞K編入された次の構造が得られる。

arrowsJsz d by 

( C ma n y) Qu an t J VP ) 8 1 

-
E
 

・E-H 
not 、vastarget e

 

h
H
 

4
司

L'

，

、

/
l
i
a
¥
 

(46) 

ζの構造では、否定詞がJVC先行しているので¥"8dては数量詞編入変形が適用でき念〈念り、そ

との ζとは、英語には (41) VC対応する受動文がないという事

- 33-

れ故、文法的念文は生成されない。

実と一致する。



3 .結語

これまで考察した文否定の文は、次のよう念規則によって生成される、と考えられる。

句構造規則

S → NP VP 

r
I
1
1
1〈
1
1
1
1
1
、

↓
 
p
 
v
 

¥
i
l
i
-
-
p
l
!
!
J
 

B
 
V
 

A
菅
也

、Jn
p

g

a

 

N

e

u

 

(

N

Q

 

p j{:::::ぺN1 
、(NP) 8 

変形規則

文上昇変形

((X)~Y)81→ (x Y)81 

条件:x、Yは変項で、 Yは、否定要素、数量詞を余すととろ左〈支配している。

否定要素編入変形

!〔 X{!ndej)Y〔h内 )8→〔 X Neg+{!ndej)Y〕s
uuant u.uant 

ii. (X VB Y (N e g) VP ) 8 →(  X N e g + VB Y ) 8 

条件 :X、Yは変項で、 Xは、 Negと同じ単文内K、動詞、不定構成要素、数量詞を含ま念

い。

数量詞編入変形

(X ( 11 ) Qu an t Y (Qu a n t) VP ) 8 → (X Quant Y )8 

条件 :X、Yは変項で、 Xは、 Quantと同じ単文内U亡、否定要素、数量詞を含ま念い。

以上のよう十亡、数量詞を含む否定文を、 1つの否定要素と 2通りの派生の仕方で導入された数量詞

のいずれが高い文にあらわれるか、というととによって説明する ζとができた。しかし、二重否

定、二重数量化など未解決の問題も多く、 ζれらの解明は今後の研究を待たねば走ら左い。
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